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昭和電線 仙台事業所で太陽光発電を開始 
 

 昭和電線ビジネスソリューション株式会社（川崎市川崎区、取締役社長：滝澤明久）は、昭和

電線 仙台事業所内に出力 約４９０ｋＷ、年間発電量 約５９９千ｋＷｈの太陽光発電設備を設

置し、3 月 25 日より東北電力株式会社への電力供給を開始しました。 

 

【太陽光発電システム概要】 

設置場所  宮城県柴田郡柴田町大字船岡 

字鍋倉 1 昭和電線仙台事業所内 

設置面積  8,560 ㎡ 

出力規模  約 490kW 

投資金額  約 2 億円 

施  工  北芝電機株式会社 

太陽電池モジュールメーカー 株式会社東芝 

太陽電池モジュール枚数  2,520 枚 

年間予想発電量      約 599 千 kWh 

CO2 削減量(推定)       年間約 359t-CO2 

発電開始日           2014 年 3 月 25 日         

 

再生可能エネルギーである太陽光により一般家庭約 166 戸分※1 の発電を行うことで、国が推進す

る自然エネルギーの普及・拡大や社会全体の環境負荷低減に貢献するとともに、昭和電線グループの

太陽光発電関連製品を自社使用することで、太陽光発電関連製品の拡販に向けたＰＲ活動を推進いた

します。 

昭和電線グループでは、太陽光パネル（ＰＶモジュール）からパワーコンディショナー間の直流給

電ケーブルや、パワーコンディショナーから変電設備、更には電力送電網の間の交流の高圧ケーブル

などを製造販売すると共に、ケーブルの端末となる各種電力用機器部品（ＳＩＣＯＮＥＸ※２）や接

続箱・集電箱も含めたメガソーラー関連製品群をワンストップでご提案・ご提供できる体制を整え、

受注の拡大に注力しています。 

※１ 一般家庭戸数の想定は、599 千 kWh／3.6 千 kWh（一般家庭 300kWh/月×12 ヶ月）⇒ 約 166 戸 

※２ ＳＩＣＯＮＥＸは、昭和電線ケーブルシステム㈱の登録商標です。 

  以 上 

 
この件に関するお問合せは、下記へお願いします。  
経営企画部 ＩＲ・広報グループ ０３－５４０４－６９５１ 
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◆ 昭和電線グループのメガソーラ関連製品◆ 
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